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毎
朝
、
立
川
南
駅
か
ら
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
に
乗
る
と
、
進
行
右
側
の
車
窓
に
向
い

て
立
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
曇
天
の

日
は
と
も
か
く
、
雲
ひ
と
つ
な
く
空
が
高

く
澄
み
渡
る
日
は
、〝
恋
し
い
人
〞
に
出

会
う
と
き
の
よ
う
に
胸
を
踊
ら
せ
ま
す
。

　

そ
う
で
す
。
富
士
山
が
秀
麗
な
姿
を
み

せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
遠
く
仰
ぎ
見
る
富

士
の
高
嶺
は
な
ん
と
凛
々
し
い
の
で
し
ょ

う
。
思
わ
ず
背
筋
が
伸
び
ま
す
。
清
楚
な

佇
ま
い
に
は
、
奥
ゆ
か
し
さ
を
感
じ
、
心

身
共
に
洗
わ
れ
ま
す
。

　

で
も
富
士
山
は
晴
れ
の
日
で
も
滅
多
に

姿
を
み
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。「
き
ょ
う
は
、

学生記者が取材・編集する大学広報誌

き
っ
と
」
と
期
待
し
て
も
、
応
え
て
く
れ

ま
せ
ん
。
美
し
さ
と
は
、
さ
ら
け
出
し
て

見
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
う

思
い
、
自
分
自
身
に
納
得
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

冬
を
迎
え
、
雪
化
粧
で
一
段
と
美
し
さ

を
増
し
た
富
士
山
が
間
も
な
く
見
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
楽
し
み
が
あ
る

の
も
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
号
で
は
、
卒
業
生
向
け
企

画
と
し
て
社
会
人
学
生
に
焦
点
を
あ
て
て

み
ま
し
た
。「
〝
登
板
〞
本
学
の
社
会
人

学
生
」
で
取
材
し
た
３
人
の
方
は
み
な
さ

ん
が
、
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

に
躊
躇
し
な
い
行
動
力
の
持
ち
主
で
し
た
。

　

学
ぶ
の
に
遅
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
富
士
山
と
の
出
会
い
を
楽
し
み

に
、
再
び
大
学
に
通
う
の
も
一
考
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

（
入
学
企
画
課　

伊
藤
博
）
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　しばらく前に話題になっていた『若者殺しの
時代』（堀井憲一郎著、新潮新書）という本に、
最近の大学生は、「単位を取った」ではなく、「単
位が来た」と表現することがあるという紹介が
あった。ちなみにこの本の著者は本学出身者で
も、また、教育関係者でもないが、この本の言
うところは、80年代に若者であった者には、共
感するところも多いようだ。
　さて、本学で冒頭のような表現を耳にした記
憶は、まだない。努力に努力を重ねて、良い成
績を取得したのであれば、素直に「努力の結果、
良い成績で単位を取得した」と、おおいに言っ
てよいのではないかと思うが、一方、勉学に限
らず、汗水垂らしてもがいている状態を赤裸々
に人前に出すのはいかにもカッコウが悪い、で
きれば、鼻歌交じりに獲得をしたようなフリを
したい、これは昔も今も変わらない若者の心理
ではないかとも思う。また、他人の努力してい
る姿を直視するのは、見る方にしてもきまりが
わるいということはままある。
　加えて、平均的な範疇を逸脱する個性を排除
するきらいがあるという初・中等教育時の影響

があってからか、大学生になって、大学生の学
修は能動的に、就職も視野に入れてプレゼン能
力も身につけてと、周囲から責め立てられて意
識は一所懸命能動的に、でも実態はかたくなに
普通（とは何かという問題はあるが）に見せよ
うとする防衛本能が働いていると推測される学
生は案外多いように思う。
　勉学も、遊びも、就職も必死の形相で努力し
てもよいし、鼻歌交じりでカッコウをつけても
よい。その選択権は本人にある。しかし、おお
かたの大人は、意識せず、大学生の年代に自分
の社会人としてのスタイルの基本を決定してい
るのではないか。これはホームカミング・デー
に参加される同窓諸氏にあうたび感じることで
ある。
　であれば、自分はどのような社会人になりた
いのか、意識、無意識にかかわらず真剣に選択
をしてほしい。しかし、そうは言っても、大人
の言うことを聴かないのも若者の常である。自
らを振り返ってもよく聴いていたとはいいがた
い。関係者としては最善を尽くすが、成る可く
して成るのが人生と学生を見送ってきた。そし
て、多くの学生たちが成る可くして成り、いつ
の日か一度は母校に戻ってきてほしいものだと
願っている。　

入学センター事務部長　宮﨑　寛




